
論序

「何がよいマナーか」「何が悪いマナーか」を決めるのは、それぞれの社会の習慣、伝統一つ

まり、文化である。しかも、一つの同じ社会の中でも、階級差や地域差により、感じ方は微妙に

変化する。また、同じ個人でも、家族だけといる場合 とフォーマルな席とでは、当然マナーも

違ってくるだろう。そうした様々な “差"を考慮に入れつつも、ある国でごく一般的に「よいマ

ナー」とみなされているテープル・マナーは何かに、本調査は焦点をあてることにする。

例えばある国を訪れることになったとすると、食事に関する具体的な質問が浮かぶのではな

いだろうか。

食事の前に、何か挨拶をするのだろうか、音をたててもよいのか、食器を持ち上げてもよい

か、食べていない時には、手はどこに置いたらよいのか、げつぶのような生理的現象はどうする

のか、指を使ってもよいものはなど、多 くの疑間に直面することになる。

「日本ではこれで失礼には当たらない」と我流を押 し通すのも1つのや り方かもしれないが、

それによって相手に不愉快な思いをさせる可能性もある。

行く前には、それぞれの国のごく一般的なテープル・マナーについての知識を持つことが必要

であろう。と同時に、 “欧米諸国"を一括 して考えてしまうことにも問題がある。似た面は多い

ものの、違っている点もあるからである。やはりそれぞれの国に即した知識を持つことが望まし

いと言える。
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